
令和３年度 大阪府立港南造形高等学校 第１回 学校運営協議会 議事録 

 

 

日  時  令和３年６月 23日（火）15：00～16：00 

 

場  所  本校 本館１階 ガイダンスルームよりオンラインにて実施 

 

委  員  美濃 幸男 大阪樟蔭女子大学 非常勤講師         ※敬称略 

渡邉 美香 大阪教育大学 准教授 

宮原 康  近畿大学 非常勤講師 

佐野 悦子 さざんか平林協議会 副会長 

文野 忍  本校ＰＴＡ会長 

 

事 務 局  校長、教頭、事務長、首席、教務部長、進路指導部長、生徒支援部長、企画広報・生徒会部長、

保健部長、庶務・ＰＴＡ部長、造形科長、人権教育推進委員長、第１学年主任、第２学年主任、

第３学年主任 

 

議  事  １ 開会の挨拶（校長） 

 

      ２ 委員紹介（教頭） 

 

３ 学校より報告 

（１）令和３年度の学校運営方針（校長） 

美術・工芸・デザイン教育の発展に貢献する美術専門高等学校として、生徒が制作した 

作品を広く発信するとともに、生徒の自己実現に結び付けられる学び舎にしていきたい。 

また、美術・工芸・デザイン教育の拠点校として、府内はもとより全国でも中心的な役割 

を担っていきたい。学校経営計画に掲げている「広く第一線で活躍する」、「プロフェッシ 

ョナルを育成する」とあるが、頂点をめざすことのみが目標ではなく、本校で学んだこと 

を違った形で生かしていくことも大切ではないかと考えている。次年度は「社会の各分野 

で活躍できる創造力とバイタリティを持った人間の育成」を掲げたい。 

 

（２）各部・科より報告 

①教務部 

・新型コロナウイルス感染症による臨時休校に伴う授業時間数確保のため、授業日の代 

替日を夏季休業期間中に設定。 

・来年度より年次進行で実施する新学習指導要領に沿った新教育課程の検討を一昨年 

から計画。実施に向けての最終段階に入り、校内で調整中。 

②生徒支援部 

・貴重品の紛失や盗難を未然防止のため４月から注意喚起の放送を実施。 

・制服は昨年度まで夏季休業期間中は熱中症対策として私服登校可としていたが、防 

犯上の観点から、部外者との判別が困難であるため私服登校は不可とした。 



③企画広報・生徒会部 

・学校説明会は年３回開催。個別学校説明会は９～11月までに計８回開催予定。 

・前期生徒会役員選挙は６名の定員に８名が立候補。 

・文化祭、体育祭の実施形態や内容を大幅に変更し、９月に文化祭、11月に体育祭を実 

施予定。 

④進路指導部 

・「全国美術系大学・短期大学合同説明会」は新型コロナウイルス感染拡大防止のため 

中止。 

・３年生の就職希望者は９名、現在指導中。９月 16日から就職面接等開始。 

・進学については７月上旬に指定校一覧を公開予定。夏季休業中に面接指導を実施。 

⑤保健部 

・昨年から引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を実施。生徒へ感染防止対 

策の呼びかけを実施。 

・心臓結核検診、歯科検診、尿検査は実施済。内科検診、身体測定は実施形態を工夫し、 

実施予定。 

・火災避難訓練は中止。９月に実施される大阪 880万人訓練に合わせ、地震津波を想 

定した避難訓練を実施予定。 

・エピペン・ＡＥＤ講習（教員対象）、熱中症予防教室（部活動対象）、薬物乱用防止教 

室（１年生対象）を実施予定。 

⑥庶務・ＰＴＡ部 

・ＰＴＡ総会は書面開催。 

⑦造形科 

・現在、夏の「高校展」に向けて制作活動中。新型コロナウイルス感染症や部活動の制 

限に不安や焦りを感じている生徒がいる。補習の実施や精神的なサポートが必要。 

⑧第１学年 

・授業は通常通り実施できているが、部活動は制限があるため、本格的な活動はできて 

いない。 

・「まんが甲子園」出場、文化祭に向けて黒板アートの準備を進めている。 

・修学旅行は新型コロナウイルス感染症の影響も考慮し、平泉の世界遺産を中心とし 

た東北地方を予定。 

⑨第２学年 

・修学旅行は金沢方面に２泊３日で実施予定。日帰り参加も可能。 

・進路希望は国公立大学への進学希望者が多い。大学のオープンキャンパスの中止が 

相次ぎ、進路未定生徒も多い。様々な機会を通じて進路決定ができるようにしたい。 

⑩第３学年 

・共通マーク模試を５月に実施。 

・夏休みに進学希望者向け講習を実施予定。 

・７月末から総合型選抜入試に向けた面接練習を開始。 

⑪人権教育推進委員会 

・ＬＨＲで人権教育を実施。１年生は６月にＳＮＳに関する講演を実施。 

・７月に同和問題に関する教職員研修を実施予定。 



４ 協議・議長選出（美濃委員） 

（議長）学校経営計画に記載されている「ＩＣＴを活用した表現力の向上」について、令和 

５年度に肯定率 90%とあるが、見通しはどうか。 

（校長）現在も順調に肯定率は上昇している。令和５年度に 90%に向けて努力する。 

（委員）生徒支援部の盗難防止のための校内放送がよい取組みで、環境をどう整えていくか 

を意識することが大切だと思う。 

（委員）学校経営計画について、来年度は「頂点をめざすことを目標としない」ことに賛成。 

（委員）薬物乱用防止教室は住之江区の保護司会でも取り組んでいるので、ぜひ声をかけて

ほしい。 

（委員）コロナ禍の中、生徒の心のケアが大変だと思う。難しい状況だが、生徒のサポート 

をお願いしたい。ＰＴＡ活動もできず寂しいが、体育祭・文化祭の開催を調整いた 

だいて大変ありがたい。 

 

５ 閉会の挨拶（校長） 

美術・工芸教育のセンター的役割、生徒たちの自己実現の場、この両輪で活動したい。 

今後も地域の方と一緒になって、さらに良い学校にしていきたい。 


